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怠
惰
に
潜
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原
稿
を
依
頼
さ
れ
て
、「
よ
し
、
あ
れ
に
つ
い
て
書
こ
う
」
と
、
テ
ー
マ
や
中
身
が
ハ

ッ
キ
リ
す
れ
ば
、
一
気
呵
成
に
進
む
。
体
調
が
い
い
と
、
頭
の
回
転
も
よ
く
な
り
更
に

手
元
の
キ
ー
ボ
ー
ド
も
滑
り
出
し
が
良
い
。
こ
れ
は
、
文
章
を
書
く
こ
と
ば
か
り
で
は

な
く
、
物
事
の
整
理
整
頓
、
資
料
の
分
類
、
仕
事
の
段
取
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
。 

 

し
か
し
、
い
つ
も
順
調
と
は
限
ら
な
い
。
テ
ー
マ
が
浮
か
ば
な
い
し
、
い
つ
も
の
仕

事
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臨
時
の
会
議
や
突
発
的
な
仕
事
が
絡
ん
で
く
る
。
テ
ン

ポ
が
崩
さ
れ
て
予
定
し
て
い
た
原
稿
の
筆
が
進
ま
な
い
。
億
劫
に
な
っ
て
く
る
。
怠
惰

の
心
が
む
く
む
く
と
起
き
始
め
る
。
そ
う
な
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
準
備
す
る
も
、

切
羽
詰
ま
っ
て
き
て
、
気
ば
か
り
焦
っ
て
、
か
え
っ
て
仕
事
が
手
に
つ
か
な
く
な
り
ま

す
。
そ
い
う
人
の
背
後
に
は
「
怠
惰
が
隠
れ
て
い
る
」
と
ス
イ
ス
の
哲
学
者
カ
ー
ル
・

ヒ
ル
テ
ィ
は
述
べ
て
い
ま
す
。
鋭
い
指
摘
で
あ
り
、
自
分
の
心
を
見
透
か
さ
れ
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
人
は
大
体
が
怠
惰
で
あ
る
し
、
生
ま
れ
つ
き
勤
勉
と
い
う
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
考
え
て
み
る
と
、
怠
惰
な
人
は
、
努
力
を
惜
し
む
し
、
ろ

く
に
仕
事
も
せ
ず
、
う
ま
い
物
を
食
べ
た
い
、
楽
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
い
て
不
平
不
満
ば
か
り
を
吐
く
。
そ
の
こ
と
で
、
自
ら
不
幸
を
招
い

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
気
づ
か
な
い
。
怠
惰
と
は
「
わ
が
ま
ま
」
な
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
そ
れ
が
原
因
で
苦
難
が
生
じ
て
く
る
の
で
す
。 

 

自
分
の
内
に
潜
む
怠
惰
に
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
そ
の
誘
惑
（
怠
惰
）
の

手
を
振
り
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
。

動
い
て
み
る
。
無
心
で
と
り
か
か
っ
て
み
る
。
動
き
を
起
こ
し
て
し
ま
え
ば
、

後
は
流
れ
に
乗
れ
る
の
で
す
。
自
分
も
そ
う
思
い
な
が
ら
、
こ
の
遅
れ
た
十

一
月
号
の
原
稿
を
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

素
直
な
人
は
仕
事
の
上
達
が
早
い
と
言
い
ま
す
。
素
直
な
人
は
、
明
る
く
、

そ
し
て
自
分
を
肯
定
し
積
極
的
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
躊
躇
な
く
行
動
で
き

ま
す
。
心
の
中
に
潜
む
怠
惰
を
微
塵
も
見
せ
ま
せ
ん
。
望
洋
荘
の
職
員
も
入

居
者
の
た
め
に
も
前
向
き
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 
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十
一
月
末
よ
り
、
六
十
五
歳
以
上
（
基
礎
疾
患
有
す
る

方
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

当
施
設
に
お
い
て
も
、
ご
利
用
者
様
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
に
尽
力
を
つ
く
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

空
気
が
乾
燥
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
拍
車
が
か

か
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
と
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
ご
利
用
者
様
全
員
に
接
種
し
て
い
た
だ
き
た
く

ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
せ
れ
て
い
る
よ
う
に
ま
だ
数
量

が
少
な
く
、
ご
利
用
者
様
全
員
が
接
種
出
来
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
入
手
と
同
時
に
速
や
か
に
接
種

を
行
い
た
く
、
皆
様
よ
り
事
前
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
予
診
票
」
を
頂
い
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

費
用
に
つ
い
て
は
、
一
回 

三
六
〇
〇
円
で
六
十
五
歳
以

上
の
方
は
一
回
の
接
種
と
な
り
ま
す
。
尚
、
非
課
税
世
帯

の
方
の
場
合
、
全
額
助
成
と
な
り
ま
す
の
で
別
途
申
請
書

の
記
載
等
お
願
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
亡

く
な
っ
た
り
、
重
症
化
す
る
の
を
予
防
す
る
た
め
一
定
の
効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
万
能
の
解
決
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
活
用
に
つ
い
て
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
頂
き
た
い

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
長
】 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
比

べ
、
感
染
力
は
強
い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の
患

者
さ
ん
は
軽
症
の
ま
ま
回
復
し
て
お
り
、
治
療
薬
（
タ
ミ
フ

ル
・
リ
レ
ン
ザ
）
が
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
基
礎
疾
患
（
糖

尿
病
、
喘
息
な
ど
）
の
あ
る
人
や
妊
婦
さ
ん
は
重
症
化
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
意
義
】 

今
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
デ

ー
タ
か
ら
、
重
症
化
や
死
亡
の
防
止
に
は
一
定
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
感
染
を
防
ぐ
効
果
は
証
明
さ
れ
て

お
ら
ず
、
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
感
染
し
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・安
全
性
に
つ
い
て
】 

国
内
産
の
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は
、
長
年
接
種
さ
れ
て
き

た
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
程
度
と
考
え
ら

れ
、
有
効
性
も
あ
る
程
度
期
待
さ
れ
ま
す
。
輸
入
さ
れ
る
ワ

ク
チ
ン
に
関
し
て
は
、
海
外
で
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
有
効
性
・
安
全
性
を
確

認
し
た
後
に
、
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
リ
ス
ク
】 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
多
く
の
方
々
に
重
症
化
予
防
と
い
う
効

果
が
あ
り
ま
す
が
、
接
種
後
、
接
種
部
位
が
は
れ
た
り
熱
が

出
る
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た
り
す
る
ほ
か
、
ま
れ
に
、
重

篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。 

い
わ
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用 

  
 

十
二
月
十
三
日
（
日
）
午
後
十
二
時
～ 

 
｢

忘 

年 

会｣
 
  
 
  
 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

十
二
月
十
七
日
（
木
）
午
前
十
時
～ 

 
｢

お 

遊 

戯 

会｣
 
  
 

豊
間
保
育
園 

十
二
月
二
十
日
（
日
）
午
後
三
時
～ 

 
｢

年 

末 

大 

掃 

除｣
 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

十
二
月
二
三
日
（
水
）
午
前
十
一
時
～
・ 

午
後
二
時
～ 

 
｢

ク
リ
ス
マ
ス
会｣

 
 
 
 

十
二
月
二
三
日
（
水
）
午
後
十
二
時
三
〇
分
～ 

 
｢

大
山
衹
神
社
例
祭｣

 
 
  

 

【
十
二
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

十
二
月 

十 

日
（
木
） 

 
 
 

永 

崎 

鈴
木
義
太
郎
様 

 

（
八
五
歳
）
誕
生
会 

十
二
月
十
六
日
（
水
） 

 
 
 

薄 

磯 

宇
田 

恒
雄 

様 
 

（
八
八
歳
）
誕
生
会 

十
二
月
十
六
日
（
水
） 

 
 
 

四 

倉 

宇
田 

マ
サ 

様 
 

（
八
八
歳
）
誕
生
会 

十
一
月
二
十
日
（
水
） 

 
 
 

永 

崎 

菊
池 

キ
ヨ 

様 
 

（
八
九
歳
）
誕
生
会 

            

十
二
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内 
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先
月
に
続
き
、
事
務
長
代
理
の
丹
野
が
、
職
員
教
育
の

為
に
定
期
的
に
作
成
し
て
い
る｢

介
護
事
故
防
止
だ
よ
り｣

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

昔
な
が
ら
の
〝
入
浴
〟
の
目
的
と 

入
浴
に
伴
う
リ
ス
ク
・・・① 

 ① 

は
じ
め
に 

 

欧
米
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
現
場

に
は
、
入
浴
、
す
な
わ
ち
「
浴
槽
に
入
る
」
介
助
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
欧
米
の
人
々 

は
シ
ャ
ワ
ー
浴
が
中
心
で
、
浴
槽
に
入
る
と
い
う
生

活
習
慣
が
な
い
か
ら
で
す
。 

近
年
に
お
い
て
も
、
若
い
人
た
ち
は
シ
ャ
ワ
ー
で

済
ま
す
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
で
あ
る
高
齢
者
は
、「
た
と

え
ば
介
護
が
必
要
と
な
ろ
う
と
、
お
湯
に
つ
か
り
た

い
」
と
い
う
昔
な
が
ら
の
お
風
呂
好
き
世
代
で
す
。 

で
も
浴
室
は
、
転
倒
や
心
臓
負
担
な
ど
、
危
険
が

伴
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
入
浴
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
安
心
で
気
持
ち
よ
い
入
浴

を
支
援
す
る
た
め
の
知
議
や
視
点
、
技
術
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。 

今
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
入
浴
は
大
切
な
生
活
習

慣
で
あ
り
、
介
護
職
の
方
に
は
適
切
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

② 

入
浴
の
目
的
・
効
果 

 

最
近
で
は
、
若
い
人
に
温
泉
が
大
人
気
で
す
。
高

齢
者
に
限
ら
ず
日
本
人
全
体
が
、
お
湯
に
つ
か
る
、

お
風
呂
に
入
る
こ
と
を
好
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
日
本
人
の
文
化
と
し
て
、
長
い
歴
史
の

中
で
培
わ
れ
て

き
た
よ
う
で
す
。

火
山
の
多
い
日

本
に
は
、
昔
か

ら
数
多
く
の
温

泉
が
湧
い
て
い

ま
す
。 

医
学
が
発
達

し
て
い
な
か
っ

た
時
代
は
、
温

泉
を
治
療
目
的

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
暖
房
機
器
の

な
い
当
時
は
、
保
温
の
目
的
に
も
活
用
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
日
本
人
は
、
単
に
体

を
清
潔
に
す
る
た
め
で
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ほ
か
の

目
的
も
追
い
求
め
る
ほ
ど
お
風
呂
好
き
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

                          

「
介
護
福
祉
施
設
に
お
け
る
安
全
対
策
」 

・
・
・ 

其
の
三 
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十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
、
二
階
塩
屋
岬

ホ
ー
ル
に
て｢
ユ
ニ
ッ
ト
対
抗
の
ど
自
慢
大
会｣

を
開
催
致
し

ま
し
た
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
個
性
が
よ
く
生
か
さ
れ
て
お
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
大
会
で
し
た
。 

団
体
優
勝 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

 

同
準
優
勝 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

個
人
の
部 

最
優
秀
歌
唱
賞 
松
本
ア
キ
子
様
（
豊
間
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

審
査
員
特
別
賞 

本
多 
京
代 

様 
(

勿
来
） 

 

                  

                            

「
ユ
ニ
ッ
ト
対
抗 

の
ど
自
慢
大
会
」 

 

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」 

永
崎
・
四
倉
・
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

 

永崎ユニットは 11 月 2 日（月）に行って来ま
した。奥さん、娘さん、お孫さんなど多くのご家
族様に参加いただき皆様とても楽しそうでした。
昔炭鉱で働いていた入居者様もおられ、思い出は、
映画｢フラガール｣のようだったでしょう。 

勿来ユニットは 11 月 27 日（金）に行きまし
た。当日は洋蘭展が行われており、数多くの洋
蘭を見て、立派だね！本当に綺麗だね！と話さ
れていました。その後売店でお土産などを購入
し充実した 1 日を過ごされました。 

 

四倉ユニットは 11 月 18 日（水）に行って来
ました。フラダンスが始まるとショーに没頭さ
れていました。合間にアイスクリームを食べた
りご満足の様子でした。昔の記憶が蘇り、ここ
ハワイアンセンターだよね！とおっしゃる方も
おられました。 

 
 永 崎 

勿 来  

 

 

四 

倉 

 

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た｢

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
・
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ｣

シ
ョ
ー
鑑
賞
で
す
が
、
今
月
は
、
永
崎
ユ

ニ
ッ
ト
二
日
、
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
十
八
日
、
勿
来
ユ
ニ

ッ
ト
二
十
七
日
の
三
回
に
分
け
て
行
っ
て
来
ま
し

た
。
三
回
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
お
出
掛
け
日
和
で

し
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
向
う
車
内
の
中
で
も
皆
様
、

久
し
ぶ
り
の
お
出
掛
け
に
胸
躍
ら
せ
、
わ
く
わ
く
し

て
会
話
も
弾
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
車
窓
か
ら
の

景
色
を
眺
め
、
も
う
紅
葉
も
終
わ
っ
ち
ゃ
た
ね
！
な

ど
と
、
晩
秋
の
季
節
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 


